
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

水

産

動

物

の

採

捕

の

禁

止

の

指

示

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

保

安

林

の

指

定

の

解

除

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

予

定

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

土

砂

災

害

警

戒

区

域

の

指

定

防

災

砂

防

課

○

〃

〃

○

〃

〃

【

公

告

】

○

訪

問

販

売

に

関

す

る

業

務

の

停

止

く

ら

し

安

全

安

心

課

○

不

適

正

な

取

引

行

為

の

内

容

等

の

公

表

〃

○

建

築

士

事

務

所

の

監

督

処

分

建

築

指

導

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

不

在

者

投

票

を

行

う

こ

と

が

で

き

る

施

設

の

指

選

挙

管

理

委

員

会

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

【

公

安

委

員

会

】

○

猟

銃

の

操

作

及

び

射

撃

の

技

能

に

関

す

る

講

習

生

活

安

全

企

画

課

の

実

施

○

〃

〃

【

海

区

漁

業

調

整

委

員

会

】

岡

山

県

公

報

平成２６年８月２９日 第１１６１４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

倉
敷
市
新
田
字
大
平
山
二
一
九
四
の
四
、
二
一
九
四
の
九

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

指
定
理
由
の
消
滅

平成２６年８月２９日　岡山県公報　第１１６１４号



◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

、

、

、

、

、

苫
田
郡
鏡
野
町
奥
津
字
山
風
呂
四
八
四
の
一

四
八
四
の
二

四
八
四
の
三

五
六
六

五
六
九

五
七
〇
、
五
七
一
、
五
八
〇
、
字
山
ブ
ロ
五
七
四
、
字
保
志
ケ
谷
五
八
一
、
字
城
山
五
八
二
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
か
ん
養

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

、

、

、

、

、

真
庭
市
粟
谷
字
助
乢
七
七
八
の
三

七
七
八
の
四

七
七
八
の
五

七
七
八
の
六

七
七
八
の
七

七
七
八
の
八
、
七
七
八
の
九
、
七
七
八
の
二
二
、
七
七
八
の
二
三
、
七
七
八
の
二
四
、
七
七
八
の
二

五
、
七
七
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
助
乢
七
七
八
の
四
、
七
七
八
の
八
、
七
七
九(

以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。)
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そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
並
び
に
鏡
野
町
役

「

場
及
び
真
庭
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

小
田
郡
矢
掛
町
上
高
末
字
天
満
一
二
三
、
一
二
四
、
一
二
七
、
字
下
矢
原
一
二
八

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
天
満
一
二
四
、
一
二
七
、
字
下
矢
原
一
二
八
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分

に
限
る
。
）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
矢
掛
町
役
場

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

真
庭
市
後
谷
字
安
信
平
四
九
二
、
四
九
三
、
字
迫
谷
四
九
六
、
四
九
七
、
字
家
ノ
ワ
キ
四
九
八
の

一
、
四
九
八
の
二
、
四
九
九
の
一
、
字
家
ノ
脇
五
一
四
、
字
七
ケ
峪
五
一
七
の
一
、
五
一
七
の
二

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
迫
谷
四
九
六
、
四
九
七
、
字
家
ノ
ワ
キ
四
九
八
の
二
、
四
九
九
の
一
（
以
上
四
筆
に
つ
い

て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
真
庭
市
役
所

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
津
山
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
坪
井
上
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
中
北
上
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
八
社
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
八
社
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
八
社
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｋ
油
木
北
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
宇
野
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

平成２６年８月２９日　岡山県公報　第１１６１４号



二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
倉
見
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
一
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
黒
木
〇
一
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
戸
賀
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
戸
賀
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
戸
賀
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
戸
賀
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
戸
賀
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
加
茂
町
原
口
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
久
米
川
南
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
里
公
文
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
上
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
上
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
上
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
上
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
上
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
上
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
下
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
下
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
下
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
下
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
下
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
坪
井
下
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
中
北
上
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
中
北
上
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
中
北
上
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
中
北
上
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
中
北
上
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
福
田
下
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
南
方
中
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
南
方
中
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
南
方
中
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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二
〇
三
Ｄ
八
社
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
八
社
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
八
社
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
八
社
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
八
社
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
八
社
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
八
社
〇
一
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
上
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
上
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
上
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
北
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
北
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
北
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
下
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
下
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
三
Ｄ
油
木
下
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
八
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
井
原
市
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒
区
域
を

次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
上
稲
木
町
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｋ
下
稲
木
町
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
上
稲
木
町
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
上
稲
木
町
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
上
稲
木
町
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
上
稲
木
町
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
木
之
子
町
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
木
之
子
町
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
木
之
子
町
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
木
之
子
町
〇
〇
九

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

二
〇
七
Ｄ
木
之
子
町
〇
一
〇

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
備
中
県
民
局
井
笠
地
域
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
久
米
郡
美
咲
町
の
区
域
内
に
お
い
て
土
砂
災
害
警
戒

区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

箇

所

番

号

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と

指
定
の
区
域

な
る
自
然
現
象
の
種
類

六
六
六
Ｋ
塚
角
〇
〇
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
塚
角
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
〇
七

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
〇
八

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
〇
九

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
一
〇

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
一
一

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
一
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
百
々
〇
一
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
羽
仁
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
羽
仁
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
羽
仁
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
羽
仁
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
羽
仁
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
宮
山
〇
〇
二

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
宮
山
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
宮
山
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
宮
山
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り
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六
六
六
Ｋ
宮
山
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
安
井
〇
〇
三

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
安
井
〇
〇
四

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
安
井
〇
〇
五

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｋ
安
井
〇
〇
六

急
傾
斜
地
の
崩
壊

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
打
穴
里
〇
〇
八

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
書
副
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
書
副
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
塚
角
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
塚
角
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
塚
角
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
塚
角
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
塚
角
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
塚
角
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
塚
角
〇
〇
七

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
百
々
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
羽
仁
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
羽
仁
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
羽
仁
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
藤
田
上
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
藤
田
下
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
藤
田
下
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
藤
田
下
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
松
尾
〇
〇
二

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
松
尾
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
松
尾
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
安
井
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
休
石
〇
〇
一

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
行
信
〇
〇
三

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
行
信
〇
〇
四

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り
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六
六
六
Ｄ
行
信
〇
〇
五

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

六
六
六
Ｄ
行
信
〇
〇
六

土
石
流

次
の
図
の
と
お
り

各
区
域
に
つ
い
て

「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
岡
山
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
岡
山

、

県
美
作
県
民
局
建
設
部
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
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〔

〕

（

。

「

」

。
）

四
〇
三

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律

昭
和
五
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号

以
下

法

と
い
う

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
訪
問
販
売
に
関
す
る
業
務
の
停
止
を
命
じ
た
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

処
分
を
し
た
日

平
成
二
十
六
年
八
月
十
二
日

二

処
分
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名

題
府

曉
生

住
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
津
島
京
町
三
丁
目
一
番
二
八
号
（
平
成
二
十
六
年
七
月
十
五
日
に
交

付
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
住
所
）

三

処
分
の
内
容

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
停
止

１

停
止
を
命
ず
る
業
務
の
内
容

訪
問
販
売
に
係
る
売
買
契
約
及
び
役
務
提
供
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る
こ
と
。

(1)

訪
問
販
売
に
係
る
売
買
契
約
及
び
役
務
提
供
契
約
の
申
込
み
を
受
け
る
こ
と
。

(2)

訪
問
販
売
に
係
る
売
買
契
約
及
び
役
務
提
供
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

(3)
２

期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
十
三
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日
ま
で
の
六
月
間

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

（

「

」

。
）

、

、

題
府
曉
生

以
下

同
人

と
い
う

は

次
の
と
お
り
法
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
て
お
り

訪
問
販
売
に
係
る
取
引
の
公
正
及
び
購
入
者
又
は
役
務
の
提
供
を
受
け
る
者
の
利
益
が
著
し
く
害
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。

１

氏
名
等
不
明
示
（
法
第
三
条
）

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
た
際
に
、
架
空
の
会
社
の
名
称
及
び
氏
名
を
告
げ

た
。

２

書
面
不
備
（
法
第
五
条
第
一
項
）

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
役
務
提
供
契
約
を
締
結
し
た
際
に
、
役
務
提
供

契
約
の
解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
消
費
者
に
交
付
し
な

か
っ
た
。

３

不
実
告
知
（
法
第
六
条
第
一
項
）
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同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
役
務
提
供
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る

際
に
、
架
空
の
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
と
不
実
の
こ
と
を
告
げ
た
。

４

債
務
不
履
行
（
法
第
七
条
第
一
号
）

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
締
結
し
た
役
務
提
供
契
約
に
係
る
債
務
の
履
行

を
不
当
に
遅
延
さ
せ
た
。
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〔

〕

（

。

「

」

。
）

四
〇
四

岡
山
県
消
費
生
活
条
例

平
成
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
四
号

以
下

条
例

と
い
う

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
不
適
正
な
取
引
行
為
の
内
容
等
を
公
表
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

不
適
正
な
取
引
行
為
を
行
っ
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

氏
名

題
府

曉
生

住
所

岡
山
県
岡
山
市
北
区
津
島
京
町
三
丁
目
一
番
二
八
号
（
平
成
二
十
六
年
七
月
十
五
日
に
交

付
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
住
所
）

二

不
適
正
な
取
引
行
為
の
内
容

題
府
曉
生
（
以
下
「
同
人
」
と
い
う

）
は
、
次
の
と
お
り
条
例
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
て
い

。

る
と
認
め
ら
れ
た
。

１

氏
名
等
不
実
告
知
（
条
例
第
十
六
条
第
一
号
及
び
岡
山
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十

七
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
三
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う

）
別
表
の
一
の
項

）

。

(7)

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
た
際
に
、
架
空
の
会
社
の
名
称
及
び
氏
名
を
告
げ

た
。

２

取
引
に
関
す
る
重
要
情
報
の
不
告
知
（
条
例
第
十
六
条
第
一
号
及
び
規
則
別
表
の
一
の
項

）
(2)

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
役
務
提
供
契
約
を
締
結
し
た
際
に
、
契
約
書
面

を
交
付
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
役
務
提
供
契
約
を
締
結
し
た

際
に
、
役
務
提
供
契
約
の
解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
）
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
契
約
書
面

を
交
付
し
な
か
っ
た
。

３

不
実
告
知
（
条
例
第
十
六
条
第
一
号
及
び
規
則
別
表
の
一
の
項

）
(3)

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
役
務
提
供
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
勧
誘
を
す
る

際
に
、
架
空
の
会
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
と
不
実
の
こ
と
を
告
げ
た
。

４

債
務
不
履
行
（
条
例
第
十
六
条
第
五
号
及
び
規
則
別
表
の
五
の
項

）
(1)

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
締
結
し
た
役
務
提
供
契
約
に
係
る
債
務
の
履
行

を
不
当
に
遅
延
さ
せ
た
。

５

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
妨
害
（
条
例
第
十
六
条
第
六
号
及
び
規
則
別
表
の
六
の
項

）
(1)

同
人
は
、
岡
山
県
内
の
消
費
者
宅
を
訪
問
し
て
締
結
し
た
役
務
提
供
契
約
の
相
手
方
か
ら
の
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
権
利
の
行
使
に
際
し
て
、
こ
れ
を
拒
否
し
、
当
該
権
利
の
行
使
を
妨
げ
、
当

該
契
約
の
存
続
を
強
要
し
た
。
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〔
四
〇
五
〕
建
築
士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
建
築
士
事
務
所
の
監
督
処
分
を
行
っ
た
。 

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
の
氏

名
（
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
設
者
の
名
称
及
び

そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
一
級
建
築
士
事
務
所
、
二
級
建
築
士
事
務
所
又
は

木
造
建
築
士
事
務
所
の
別
並
び
に
当
該
建
築
士
事
務
所
の
登
録
番
号 

 

有
限
会
社
テ
ク
ノ
技
研
二
級
建
築
士
事
務
所 
岡
山
市
南
区
福
成
一
丁
目
一
七
〇
番
六
号 

 

開
設
者 

有
限
会
社
テ
ク
ノ
技
研 

代
表
取
締
役 
遠
藤 

孝
治 

 

二
級
建
築
士
事
務
所 

岡
山
県
知
事
登
録
第
五
七
五
二
号 

三 

監
督
処
分
の
内
容 

 

 
 

戒
告 

四 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

有
限
会
社
テ
ク
ノ
技
研
二
級
建
築
士
事
務
所
の
管
理
建
築
士
で
あ
る
有

史
朗
は
、
平
成
二
十
六

年
六
月
十
六
日
付
け
で
岡
山
県
知
事
か
ら
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
戒
告
の
処
分
を
受
け

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
の
氏

名
（
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
設
者
の
名
称
及
び

そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
一
級
建
築
士
事
務
所
、
二
級
建
築
士
事
務
所
又
は

木
造
建
築
士
事
務
所
の
別
並
び
に
当
該
建
築
士
事
務
所
の
登
録
番
号 

 

石
原
創
造
建
築
有
限
会
社
二
級
建
築
士
事
務
所 

真
庭
市
月
田
一
五
一
六
番
地 

 

開
設
者 

石
原
創
造
建
築
有
限
会
社 

代
表
取
締
役 

石
原 

 

護 

 

二
級
建
築
士
事
務
所 

岡
山
県
知
事
登
録
第
五
七
五
三
号 

三 

監
督
処
分
の
内
容 

 

平成２６年８月２９日　岡山県公報　第１１６１４号



 
 

戒
告 

四 
監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

石
原
創
造
建
築
有
限
会
社
二
級
建
築
士
事
務
所
の
管
理
建
築
士
で
あ
る
石
原
護
は
、
平
成
二
十
六

年
六
月
十
六
日
付
け
で
岡
山
県
知
事
か
ら
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
戒
告
の
処
分
を
受
け

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
の
氏

名
（
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
設
者
の
名
称
及
び

そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
一
級
建
築
士
事
務
所
、
二
級
建
築
士
事
務
所
又
は

木
造
建
築
士
事
務
所
の
別
並
び
に
当
該
建
築
士
事
務
所
の
登
録
番
号 

 

江
草
光
政
二
級
建
築
士
事
務
所 

高
梁
市
備
中
町
平
川
三
〇
〇
四
番
地 

 

開
設
者 

江

 

光
政 

 

二
級
建
築
士
事
務
所 

岡
山
県
知
事
登
録
第
六
二
九
三
号 

三 

監
督
処
分
の
内
容 

 

 
 

戒
告 

四 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 

江
草
光
政
二
級
建
築
士
事
務
所
の
管
理
建
築
士
で
あ
る
江

光
政
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
六

日
付
け
で
岡
山
県
知
事
か
ら
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
戒
告
の
処
分
を
受
け
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

監
督
処
分
を
し
た
年
月
日 

平
成
二
十
六
年
八
月
十
八
日 

二 

監
督
処
分
を
受
け
た
建
築
士
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
の
氏

名
（
当
該
建
築
士
事
務
所
の
開
設
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
設
者
の
名
称
及
び

そ
の
代
表
者
の
氏
名
）
、
当
該
建
築
士
事
務
所
の
一
級
建
築
士
事
務
所
、
二
級
建
築
士
事
務
所
又
は

木
造
建
築
士
事
務
所
の
別
並
び
に
当
該
建
築
士
事
務
所
の
登
録
番
号 

 
Ｋ
－
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

 

倉
敷
市
児
島
田
の
口
七
丁
目
三
番
一
三
号 

 

開
設
者 

桐
山 

秀
基 

 

二
級
建
築
士
事
務
所 

岡
山
県
知
事
登
録
第
六
〇
二
七
号 
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三 

監
督
処
分
の
内
容 

 

 
 

戒
告 

四 

監
督
処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実 

 
 
Ｋ
－
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ

の
管
理
建
築
士
で
あ
る
桐
山
秀
基
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
六
日
付
け
で

岡
山
県
知
事
か
ら
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
戒
告
の
処
分
を
受
け
た
。 
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
五
十
号

平
成
二
年
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
一
号
（
不
在
者
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
指
定
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

岡

本

研

吾

表
老
人
ホ
ー
ム
の
項
中

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
香

「

赤
磐
市
熊
崎
二
七
六

一

を

の
里

－

」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
香

「

赤
磐
市
熊
崎
二
七
六

一

の
里

－

に
改
め
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桃
香

赤
磐
市
熊
崎
二
七
六

一
－

」

の
里
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
）
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
八
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

散
弾
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

１

ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も
の
を
い

う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
六
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
十
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）

午
後
一
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
三
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
（
木
）

午
後
一
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
七
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
四
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
（
月
）

午
前
十
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
八
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
（
月
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場
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平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

２

フ
ィ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ
射
撃
（
ト
ラ
ッ
プ
か
ら
射
撃
線
ま
で
の
距
離
が
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
も

の
を
い
う

）
。

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
（
水
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
三
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
六
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
八
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
十
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
七
日
（
月
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
五
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
二
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
七
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
日
（
水
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
八
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
二
日
（
金
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
八
日
（
木
）

備
前
市
大
内
一
〇
〇
四

二

－

午
後
一
時

備
前
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日
（
金
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
（
月
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
（
水
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
（
金
）

午
前
九
時

３

ス
キ
ー
ト
射
撃
（
ク
レ
ー
が
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル
の
上
方
を
通
過
す
る
よ
う
に
発
射
さ
れ
る
も
の

を
い
う

）
。

日

時

場

所

平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
三
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
十
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）

午
後
一
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一
－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
五
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
七
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
（
木
）

午
後
一
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
四
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
九
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－
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午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
八
日
（
金
）

午
前
十
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
二
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
七
日
（
水
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
九
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
○

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
（
木
）

岡
山
市
北
区
御
津
下
田
六
二
九

午
後
一
時

岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃
場

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
六
日
（
金
）

倉
敷
市
福
田
町
浦
田
七
四
〇

一

－

午
前
十
時

倉
敷
国
際
射
撃
場

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

二
通

(1)

写
真

二
枚
（
提
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
ラ

(2)
イ
カ
判
の
も
の
で
、
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休
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日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
二
十
九
号

（

）

、

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号

第
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
と
お
り
猟
銃
の
操
作
及
び
射
撃
の
技
能
に
関
す
る
講
習
を
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

使
用
銃
種

ラ
イ
フ
ル
銃

二

講
習
の
日
時
及
び
場
所

日

時

場

所

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
月
二
日
（
木
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
九
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
十
四
日
（
火
）

午
前
九
時

（
木
）

平
成
二
十
六
年
十
月
十
六
日

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
一
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
一
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
八
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
日
（
木
）

午
前
九
時
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平
成
二
十
六
年
十
一
月
四
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
六
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
一
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
八
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
五
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
四
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
九
日
（
火
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
一
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
六
日
（
火
）

岡
山
市
北
区
御
津
伊
田
二
二
九
一

午
前
九
時

御
津
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

真
庭
市
仲
間
一
八
一
六

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
六
日
（
火
）

湯
原
国
際
射
撃
場

午
前
九
時
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平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
八
日
（
木
）

午
前
九
時

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
五
日
（
木
）

午
前
九
時

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

二
通

(1)

写
真

二
枚
（
提
出
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
ラ

(2)
イ
カ
判
の
も
の
で
、
裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）

２

提
出
先

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署

３

提
出
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
講
習
の
実
施
日
の
七
日
前

そ
の
日
が
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例

平

（

（

成
元
年
岡
山
県
条
例
第
二
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
休

日
の
直
後
に
お
け
る
県
の
休
日
で
な
い
日
）

四

受
講
手
数
料

一
万
二
千
三
百
円

（
注
）

受
講
申
込
み
の
際
、
岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

そ
の
他

１

各
講
習
の
受
講
定
員
は
、
お
お
む
ね
五
人
と
す
る
。

２

代
理
受
講
は
、
認
め
な
い
。

３

講
習
修
了
証
明
書
は
、
受
講
申
込
書
を
提
出
し
た
警
察
署
に
お
い
て
後
日
交
付
す
る
こ
と
と
す

る
。
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◎
岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
指
示
平
成
二
十
六
年
度
第
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
繁
殖
保

護
を
図
る
た
め
、
水
産
動
物
の
採
捕
の
禁
止
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日

岡
山
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

奥

野

雄

二

一

禁
止
す
る
水
産
動
物
の
種
類

ま
だ
こ

二

禁
止
す
る
漁
法

全
て
の
漁
法

三

禁
止
区
域

倉
敷
市
と
玉
野
市
の
境
界
（
松
ヶ
鼻
突
端
大
石
）
か
ら
玉
野
市
大
槌
島
の
高
見
通
し
線
以
西
で
あ

っ
て
、
か
つ
、
丸
亀
市
手
島
高
ノ
越
北
西
端
か
ら
倉
敷
市
下
水
島
南
西
端
見
通
し
延
長
線
以
東
で
あ

る
岡
山
県
海
面

四

禁
止
期
間

九
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

五

適
用
除
外

こ
の
指
示
は

試
験
研
究

教
育
実
習
又
は
増
養
殖
用
の
種
苗

種
卵
を
含
む

の
供
給

自
給

、

、

（

。
）

（

を
含
む

以
下

試
験
研
究
等

と
い
う

の
た
め
の
水
産
動
物
の
採
捕
に
つ
い
て
当
委
員
会
に

。
）（

「

」

。
）

届
け
出
た
者
が
行
う
試
験
研
究
等
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

六

指
示
の
有
効
期
間

平
成
二
十
六
年
八
月
三
十
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
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